
 

 

 
 
※ 感染症の再受診のため遅れる場合は、９時までに連絡を入れてください。体調不良の際には登園は控
えてください。受信後に登園を希望の方は、症状によってお休みしていただく場合もありますので、事
前にご相談ください。 
              

※ 流行性の感染症について（インフルエンザ、感染症胃腸炎等） 
・ ご家族が流行性の感染症にかかっている場合は、感染の拡大を防ぐため（小さいお子さんが重篤
な症状を引き起こす可能性があるので）、お子さんの登園は極力控えていただきますようお願いいた
します。 

 

【第１類（法定伝染病）】 

エボラ出血熱、クリミア・コンゴ出血熱、痘そう、南米出血熱、ペスト、マールブルグ病、ラッサ熱、

急性灰白髄炎（ポリオ）、ジフテリア、重症急性呼吸器症候群（SARSコロナウィルスに限る）、中東呼

吸器症候群（MERS コロナウィルス）、鳥インフルエンザ（H５N１）、新型コロナウイルス感染症

（COVID-19） 

【第２類（届出伝染病）】 

 

病 名 症 状 潜伏期間 登園のめやす 

インフルエンザ ・高熱（３～４日ほど続く） 

・激しい咳、のどの痛み、頭痛、

鼻水、関節の痛み、筋肉痛 

・下痢や嘔吐を伴うことがある 

１～４日 ・症状が出た日から５

日以内に症状が無くな

った場合は、症状が始ま

った日から７日目。また

は熱が下がってから、３

日を経過するまで。 

百日咳 ・くしゃみや咳、鼻水 

・コンコンと激しい咳 

・息を吸う時に、ヒューという特

有の音がなる 

７～１０日 ・特有の咳がなくなり、

全身状態が良くなって

から。 

麻しん 

（はしか） 

・高熱、咳、鼻水 

・ほおの内側に出る白い斑点 

・全身に出る赤く細かい発しん 

８～１２日 ・熱が下がってから３

日を経過してから。 

流行性耳下腺炎 

（おたふく風邪） 

・高熱 

・片方、または両側の耳下腺のは

れと痛み 

 

１６～１８日 ・耳下腺のはれと痛み

が消失してから。 

風しん ・高熱、耳の後ろのリンパのは

れ、目の充血 

・発熱と同時に、胸や顔などから

赤くかゆみを伴う発しんが全身

に広がる 

・３～５日で発しんが消える 

１６～１８日 ・発しんが消失してか

ら。 

水とう 

（水ぼうそう） 

・３７～３８度の微熱 

・かゆみの強い赤い発しんが、胴

体から全身に、頭部までに広がる 

・赤い発しんが水泡になり、赤黒

いかさぶたになっていく 

１４～１６日 ・すべての発しんがか

さぶたになってから。 

咽頭結膜炎 

（プール熱） 

・３８度以上の高熱 

・のどのはれと痛み 

・目の充血やまぶたの裏の赤み 

・目やにや涙 

５～７日 ・発熱や充血などの症

状が治まってから２日

経過するまで。 

結核および侵襲性

髄膜炎菌感染症 

・高熱 

・激しい咳（たんがからんだよう

な咳が３～4日続く） 

・呼吸が荒くなる 

・呼吸困難やチアノーゼを起こ

すこともある 

・下痢や嘔吐を伴うこともある 

２年以内 ・感染のおそれがなく

なってから。 
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【第３類】 

病 名 症 状 潜伏期間 登園のめやす 

コレラ ・水様性の激しい下痢 

・嘔吐 

１～３日 ・感染のおそれがなく

なってから。 

細菌性赤痢 ・全身の倦怠感 

・悪寒を伴う急激な発熱 

・水様性の下痢 

・腹痛、しぶり原、膿粘血便 

１～３日 ・感染のおそれがなく

なってから。 

腸管出血性大腸菌感

染症 

（０１５７・０２６・

０１１１等） 

・激しい腹痛 

・嘔吐や水のような激しい下痢 

・血便 

・脱水やけいれん 

 

３～８日 ・症状が治まり、かつ抗

菌薬による治療が終了

し、４８時間以上をあけ

て連続２回の検便によっ

て、いずれも菌陰性が確

認されてから。 

腸チフス ・高熱（胸や背中、腹の淡いピン

ク色の発しん） 

・頭痛 

・全身のだるさ 

・便秘 

２週間前後 ・感染のおそれがなく

なってから。 

パラチフス ・高熱 

・下痢または便秘 

２週間前後 ・感染のおそれがなく

なってから。 

流行性角結膜炎 

（はやり目） 

・目の充血、目やに 

・まぶたのはれ 

・発熱や下痢を起こすこともあ

る 

５～１２日 ・感染力が非常に強い

ため結膜炎の症状が消

失してから。 

急性出血性結膜炎 ・強い目の痛み 

・目の結膜（白眼の部分）の充血、

目やに 

１～３日 ・感染のおそれがなく

なってから。 

B 型肝炎 ・肝機能の低下 

・発熱やだるさ、嘔吐、食欲不振 

・諸症状の後に黄疸が出る 

４５～１６０日 ・急性肝炎の極期を過

ぎてから。 

日本脳炎 ・高熱 

・けいれんやひきつけ 

・頭痛や嘔吐 

・手足のまひ 

・ぐったりする、ぼーっとする 

２～１５日 ・症状が回復した後。 

溶連菌感染症 ・高熱 

・のどの痛みとはれ 

・全身に広がるかゆみのある発

しん 

・いちご舌 

・吐き気やリンパ節のはれ 

２～５日 ・抗菌薬内服後２４～

４８時間経過してから。 

マイコプラズマ肺炎 ・発熱 

・しつこい咳 

・気管支炎や肺炎を合併するこ

ともある 

２～３週間 ・発熱や激しい咳が治

まってから。 

手足口病 ・手のひら、足の裏、口の中、お

しり等にできる、赤い発しんや

米粒大の水泡 

・発熱、下痢、嘔吐を伴うことも

ある 

手足や口腔内に水

泡、潰瘍が発症し

た数日間 

・熱が下がってから一

日以上経過し、口腔内の

水泡、潰瘍の影響がな

く、普段の食事がとれて

から。 

伝染性紅班 

（りんご病） 

・発熱から２～３週間後、ほおに

できる赤い発しん 

・腕や足、おしりに網目状の発し

んが出ることもある 

・発しんはかゆみを伴うことも

ある 

４～１４日 ・全身状態が良くなっ

てから。 



 

 

※ 出席停止になる感染症は、上記のものばかりではありません。感染症と診断されました  

 ら、ご相談ください。 
 

ノロウイルス感染症 ・突然の嘔吐、下痢 

 

１２～４８時間 ・嘔吐、下痢等の症状が

治まり、普段の食事がと

れてから。 

ロタウイルス感染症 ・突然の嘔吐、下痢 

・白色の便 

１～３日 ・嘔吐、下痢等の症状が

治まり、普段の食事がと

れてから。 

アデノウイルス感染

症 

・発熱（高熱の場合もある） 

・のどの痛み 

・目の充血、目やに 

・腹痛、下痢、嘔吐 

５～７日 ・熱が下がってから２

日以上経過し、すべての

症状がなくなってから。 

ヘルパンギーナ ・発熱 

・のどの奥にできる小さな水泡 

・４～５日ほどで熱とのどの痛

みは治まる 

急性期の数日間

（便の中に１ヶ月

程度ウイルスを排

泄しているので注

意が必要） 

・熱が下がってから１

日以上経過し、口腔内の

水泡、潰瘍の影響がな

く、普段の食事がとれて

から。 

ＲＳウイルス感染症 ・鼻水、咳 

・高熱 

・ぜいぜいという呼吸音 

・悪化すると呼吸困難になる 

呼吸器症状のある

間 

・呼吸器症状が消失し、

全身状態が良くなって

から。 

帯状疱疹 ・赤いぶつぶつとした発しん、水

ぶくれ 

・皮膚の痛み、かゆみ 

・身体の片側のみ発しん 

水泡を形成してい

る間 

・すべての発しんがか

さぶたになってから。 

突発性発しん ・高熱 

・熱が下がる頃に出る、顔や胸、

お腹の赤い発しん 

９～１０日 ・熱が下がってから１

日以上経過し、機嫌がよ

く全身状態が良くなっ

てから。 

ヒトメタニューモウ

イルス感染症 

・発熱 

・激しい咳、鼻水 

・ゼイゼイ（ヒューヒュー）いう

呼吸 

・悪化すると呼吸困難になる 

３～５日 ・咳などの症状がおさ

まり、全身状態が良くな

ってから。 


